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世帯数 11.873位帯
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市
長
と
語
る
会

ひ

ら

く

対
話
の
あ
る
市
政
を
推
進
す
る
た
め
、
市
長

が
市
民
の
み
な
さ
ん
と
ひ
ざ
を
ま
じ
え
て
話
し

合
う
「
市
民
と
市
長
が
語
る
会
」
が

7
月
か
ら

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
回
は
、
蛇
田
区
を
対
象
に
四
日
午
後

8

時
か
ら
願
宗
寺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ゃ
く
八

十
人
が
出
席
さ
れ
、
関
心
の
深
い
吉
田
工
業
誘

致
問
題
な
ど
に
つ
い
て
二
時
間
に
わ
た
っ
て
真

剣
な
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。

ひ
き
つ
づ
き
紅
白
に
南
町
親
和
会
館
、

M
日

文
化
町
会
館
で
開
催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
地
区
民

の
み
な
さ
ん
か
ら
要
望
や
意
見
が
活
発
に
の
べ

ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
毎
月
二

i
三
回
、
夜
間
、
町
内
、

部
落
を
対
象
に
ひ
ら
か
れ
る
も
の
で
、
み
な
さ

ん
の
地
区
で
開
催
さ
れ
た
と
き
は
、
ぜ
ひ
ご
出

席
く
だ
さ
い
。

写
真
H
蛇
田
区
で
ひ
ら
か
れ
た
市
長
と
語
る

会
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乙
と
し
の
ほ
場
整
備
事
業
の
計
画
が

こ
の
ほ
ど
き
ま
り
ま
し
た
。
乙
と
し
か

ら
黒
沢
、
道
下
、

角
川
の
三
地
区
が
新

た
に
着
工
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
継
続
し

て
実
施
さ
れ
る
大
海
寺
野
、
天
神
、
青

柳
室
田
、
吉
野
、
道
坂
、
東
城
、

石
垣

宮
津
、
開
木
、
吉
島
、
川
緩
の
十
二
カ

所
が
ほ
場
整
備
さ
れ
ま
す
。

米
の
生
産
調
整
に
よ
る
休
耕
の
た
め

す
で
に
大
部
分
が
整
地
工
事
や
、
水
路

農
道
の
造
成
工
事
が
は
じ
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
十
五
カ
所
の
整
備
面
積

は
、
百
八
十
六
診
で
、
工
事
費
が
四
億

一
千
九
百
七
十
一
万
円
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

六
五

析

が
整
備
さ
れ
る

幻
年
度
は
十
五
カ
所
、
百
八
十
六
ど
を
計
画
|

|
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市
内
の
水
田
面
積
は
二
千
四
百
七
お

と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち

区
画
整
理
で
き
る
水
田
は
八
二
軒
に
あ

た
る

一
千
九
百
七
十
四
か
と
な
っ
て
い

ま
す
。農

業
の
近
代
他
を
は
か
る
た
め
、
ほ

場
整
備
事
業
は
昭
和
お
年
か
ら
は
じ
め

ら
れ
ま
し
た
が
、
昭
和
灯
年
度
分
を
含

め
ま
す
と、

一
千
二
百
八
十
診
の
田
が

整
備
さ
れ
ま
す
。
乙
れ
は
区
画
整
理
で

き
る
水
田
の
六
五
軒
に
あ
た
り
、
半
分

以
上
の
田
が
ほ
場
整
備
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

|全体計画 147年度計画 |脇喜
地区 名面 積 ¥事 業費面積|事業費

へ1P3F5-.8 Jレ 2健5.53万5円，、p2F8-.。Jレ 6.7方55向
ヘタ。!I-/ν

天 神

大海寺野 129.9 2健6.351 14.0 5.046 20.3 
青 柳 34.1 6.370 3.0 .800 一
室 回 20.8 5.830 1.0 200 0.5 
=にとコ 野 54.1 1倦0.040 6.0 1.500 2.2 
道 坂 37.6 7.450 10.0 2.570 4.5 
東 城 39.7 9.650 14.0 4.250 2.2 
石 垣 60.6 1健0.350 15.0 3.900 13.2 
宮 津 21.6 4.500 8.0 1.800 9.1 
開 山 77.8 1健7.350 17.0 3.800 47.0 
=にと1 島 65.9 9.450 20.0 2.800 37.31 
J11 縁 41.0 7.400 20.0 3.000 12.4 
黒 沢 35.3 8.220 6.0 1.350 29.3 
道 下 123.8 2健3.520 19.0 3.400 104.8 
角 }II 32.0 5.720 5.0 8.00 27.0 
計 910.0 17健7.736 186.0 4億1.971 311.1 

ほ場整備事業計画

-

一

臨
時
市
議
会
は
、

7
月

ノ
¥

一
四
日
招
集
さ
れ
、

経
団
漁

一
戸
り
一
港
修
築
工
事
請
負
契
約
に

一

ム

一

つ

い
て
の
議
案
が
審
議
可

し
h

一
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ

-n】
円

圃

・

ム
定

一
か
陳
情
一
件
を
採
択
、
さ

A
-司
官
事

-

-ニ喰

一
ら
に
議
会
推
せ
ん
の
農
業

・

4
川

一

委

員

(学
識
経
験
者
)
一一一

出
h

一
人
を
推
せ
ん
し
ま
し
た
。

一
臨

一
推
せ
ん
さ
れ
た
委
員
は
、

一t
J
e
l
-
-

一
新
田
川
清
松

(五
十
三
歳

吉
野
)

相
馬
庄
八

(六
十
歳
、
相
の

木

)

布

本
義
典
(
四
十
三
歳
、
友
道

)
の
各
氏
で
す
。

新
し
い
農
業
委
員

長

c
t
A
m

ヲ。

任
期
満
了
に
よ
る
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
が

7
月
M
日
に
全
国
統
一
し
て
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

市
内
の
四
選
挙
区
と
も
、
立
候
補
者

数
が
定
数
を
乙
え
な
か
っ
た
の
で
、

無

投
票
で
、
次
の
人
た
ち
が
当
選
さ
れ
ま

し
た
。

山
口
憲
二
ハ
住
吉
)

紙
谷
清

(大

海
寺
野
村
)

稲
盛
嘉
平

(石
垣
新

)

島
沢
政
次
郎
(
坪
野
)

国
木

久

一
(弥
源
寺
)

広
瀬
盛
吉

(有

山
)
野
村
保
徳
(
六
郎
丸
〉
林

清
吉

(道
坂
)
若
林
甚
松
(
東
城

)
西
尾
順
之
助
(
青
島
)

本
田

正

一
ハ
経
田
中
町
)
大
久
保
正
則

(
東
山
)

谷
越
彦
信

(蛇
田
)

関
口
昌
次
(
天
御
野
新
)

時諸問乙号明叫が 「 べんりな |問屋53す ド リ 市
込機用預 の とな どま税 用軽 ._ _，. _._ r_  '_L I納 振な 、でな金納と税

昔話紅白;252i市税の口座振替 ii12551目紅白
さはを類 と 税分税がも税 終 を筒 、知 ななみ除は
い市おと型が金わさ 、、 で 日 型 す 単 このりどな い 、
。役持口会あ がかれ本いす国闇市き まき関てにでま自預にさ す にのこまへさて一
所ち座五り引りた人ま 。民 定早る口すをがも出 、れ動金みれめすよとせ出ん 、年
税 の番るまか、内あま口健資 l 税座 。し納、か直 的 口 な て るうとん向が各を
務う号 せ れ 本容てで座康産民金振 て 税 金 け 接 ま に 座 さ ま おたな思 0 いそ月通
諜 え 、と ん て 人ゃに ど 振保税税は替 く 手 融な納 す振かん Zり めめい て の に じ

、口き。しが税出お替険、 、で れ続機 く 税の込 らの、ま、 ん ま 納つあ
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つ

住
所
を
わ
か
り
や
す

く
す
る
た
め
、市
で
は
、

〉
新
住
居
表
示
制
度
を
市

班

街
地
に
と
り
い
れ
る
こ

問

と
に
し
て
い
ま
す
o

こ

聞
の
た
め
、
旧
魚
津
町
を

〈
中
心
に

0
・
七
平
方
キ
ロ

M
に
わ
た
り
.
第
三
次

住
居
表
示
を

8
月
1
日

か
ら
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、
新
し
く

十
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。

新
し
い
町
名
は
、
上
口

一
丁
目
、
上

口
二
丁
目
、
新
角
川

一
丁
目
、
新
角
川

二
丁
目
、
本
町

一
丁
目
、
本
町
二
丁
目

新
宿
、
文
化
町
、
諏
訪
町
、
港
町
と
な

っ
て
い
ま
す
。
乙
の
ほ
か
、
村
木
の
一

部
が
、
火
の
宮
町
に
編
入
さ
れ
て
い
ま

す。

おつ報広

住
居
番
号
表
示
板
を

必
ず
取
付
け
ま
し
ょ
う
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住
居
表
示
実
施
に
と
も
な
う
手
続
き

な
ど
に
つ
い
て
は
、
7
月
号
広
報
で
お

し
ら
せ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
実
施
地
域

の
み
な
さ
ん
に
は

「
住
居
表
示
決
定
通

知
書
」

「住
居
番
号
表
示
板
」
を
配
布

し
ま
し
た
が
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
ど

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
住
居
表
示
決
定
通
知
書
に
記
載
し
て

あ
る
の
は
、

新
し
い
住
所
で
す
か
ら

こ
れ
か
ら
乙
れ
を
使
用
し
て
く
だ
さ

丁
目
な
ど
十
町

、υv
①
住
居
番
号
表
示
板
は
、
家
屋
の
出
入

口
の
見
や
す
い
場
所
に
必
ず
取
り
つ

け
て
く
だ
さ
い
。

①
住
所
変
更
の
手
続
き
を
必
要
と
す
る

と
き
は
、
市
民
課
で

「
住
居
表
示
変

更
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
て
、
で

き
る
だ
け
早
く
変
更
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
い
こ
と
は
市
役
所
総
務
課
へ

お
間
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

j 児童扶助費を 支給 j

該当者は 8月末まで請求手続きを

急

津

観

先

ま

県
で
は
、

4
月

か
ら
児
童
扶
助
費

制
度
を
新
設
し
ま

し
た
。
こ
の
扶
助

費
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
人
は
、

国
民
年
金
の
老
齢

福
祉
年
金
を
受
け

て
い
る
人
で
、
次

の
よ
う
な
状
態
に

あ
る
児
童
を
養
育

し
て
い
る
場
合
に

支
給
さ
れ
ま
す
o

v児
童
の
状
態

①
父
母
が
婚
姻

を
解
消
し
た

児
童

つ

せ
り
込
み
蝶
六
の
飛
入
り
街
な
が
し
も

魚
樟
観
光
ま
つ
り
は
、
8
月
6
日
か

ら
8
日
ま
で
、
に
ぎ
や
か
に
行
な
わ
れ

ま
す
。
乙
と
し
の
行
事
は
次
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
口

6
日
(
日
)

マ
市
青
年
団
相
撲
大
会
H
午
前

9
時

魚
津
神
社

マ
三
市
二
郡
実
業
団
相
撲
大
会
日
午
前

日
時
魚
津
神
社

マ
自
衛
隊
音
楽
隊
市
中
行
進
H
午
前
日

時
北
電
前
出
発

マ
K
N
B
歌
謡
、
民
謡
大
会
H
午
後
2

時
市
民
会
館

マ
バ
ト
ン
ト
ワ
ラ
1
ズ
市
中
行
進
H
午

後

4
時
泊
分

市
復
所
前
出
発

マ
せ
り
込
み
蝶
六
ま
ち
な
が
し
リ
午
後

7
時
加
分
村
木
小
学
校
前
出
発

乙
と
し
は
青
年
凶
チ
1

ム
の
後
尾

に
自
由
に
参
加
で
き
る
、
飛
び
入
り

チ
1
ム
を
編
成
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

7
日

(月
〉

マ
灯
ろ
う
流
し
H
午
後

8
時

経

団

浜

マ
た
て
も
ん
ま
つ
り
H
午
後
明
時
諏

①
父
が
死
亡
し
た
児
童

川

①
父
が
廃
疾
の
状
態
に
あ
る
児
童

川

@
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

川

①
そ
の
ほ
か
前
各
号
に
準
ず
る
状
態

川

に
あ
る
児
童

川

V
扶
助
費
月
額

川

・
養
育
児
童
が

一
人
の
場
合
H
二
千

川

九
百
円
(
叩
月
か
ら
四
千
三
百
円

川

)

川

・
二
人
以
上
の
場
合
は
、

一
人
に
つ

川

き
四
百
円
加
算
。

川

な
お
、

8
月
白
日
ま
で
に
申
請
さ

川

れ
る
と
、
4
月
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て

川

支
給
さ
れ
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は

川

市
社
会
福
祉
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ

川

せ
を
。

州

訪
神
社

8
日

(火
)

マ
海
上
花
火
大
会
リ
午
後
7
時
初
分

川

大
町
海
岸

川

マ
灯
ろ
う
流
し
H
午
後

9
時

諏

訪

海

川

岸

川

マ
た
て
も
ん
ま
つ
り
H
午
後

9
時
加
分

川

諏
訪
神
社

川

期
間
中
の
行
事
と
し
て
、
観
光
ま
つ
川

り
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
、
商
庖
街
の
大
売

川

出
し
が
行
な
わ
れ
ま
す。

川

3納期限は月日8 1 市 i 
県の
民 納税

手見

第

子。 扇

予
防

幼

児

検

診

と

お
子
さ
ん

の
す
乙
や
か

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

な
成
長
を
願

っ
て
幼
児
検
診
を

実
施
し
て
い
ま

す
。
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
と
幼
児
検

診
を
同
時
に
行
な
い
ま
す
。

幼
児
検
診
は
純
一
歳
児

(
昭
和
必

年
7
月
1
日

t
岡
崎
年
6
月
初
日
〉
、

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
、
B
C
G
注
射
は
、

生
後
三
カ
月
以
上
の
乳
幼
児
が
対
象

で
す
。

校
下

ツ

反

と

判

定

と

H

幼
児
検
診

C
G
接
種

。
。
日
付

au日付

幻
日

明
ω
日

公

民

館

m日
M
日
福
祉
会
館

犯

日

初

日

公

民

館

別

目

白

日

旧

小

学

校

9
月

9
月

村
木

日
日

目

日

青

少

年ホ
ー
ム

道

下

四

回

日

日

公

民

館

受
付
時
間
は
午
後
1
時
加
分

t
2

時
加
分
で
す
。

場
所

- 3-

加大経本
積 町田江

胃

ガ

ン

希
望
者
は

8

月
お
日
ま
で
市

婦

人

検

診

彼
所
保
険
衛
生

課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

-
胃
ガ
ン
検
診

マ
旧
加
積
小
学
校
日

9
月

5
日
午

前

9
時

i
m時

・
料
金
は
三
百
円

〔次
ベ

1
グ
へ
)
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国
民
年
金
の

保
険
料
を
毎
月

三
百
五
十
円
だ

け
、
余
計
に
納

め
る
と
年
金
額

が
五
割
増
し
に

な
る
と
い
う
と

と
を
ど
存
じ
で

す
か
。老

後
の
備
え

そ
れ
は
多
い
に

乙
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
最
近
で

は
、
年
金
に
よ

る
備
え
が
い
ち

ば
ん
確
実
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
と
い

う
の
も
、
年
金
が
物
価
や
生
活
水
準
に

合
わ
せ
て
引
上
げ
ら
れ
る
と
と
に
な
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。

現
在
、
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
は
、

二
十
五
年
間
保
険
料
を
納
め
た
場
合
で

月
八
千
円
で
す
。
そ
の
五
割
増
し
:
:
:

月
一
万
二
千
五
百
円
に
す
る
方
法
は
、

ご
く
簡
単
で
す
。
毎
月
の
保
険
料
五
百

五
十
円
に
三
百
五
十
円
を
加
え
て
、
月

々
九
百
円
の
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ

け
ば
結
構
で
す
。

乙
の
五
割
増
し
の
年
金
は
、

国
民
年

金
の
加
入
者
な
ら
保
険
料
が
免
除
に
な

っ
て
い
る
人
を
除
い
て
誰
で
も
加
入
で

き
ま
す
。

夫
婦
そ
ろ
っ
て
加
入
す
れ
ば
、
将
来

へ
の
備
え
は
、
よ
り
安
全
な
も
の
に
な

り
ま
す
。
加
入
の
時
期
は
、
み
な
さ
ん

づ

〈灼4
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さ
え
希
望
す
れ
ば
今
日
か
ら
で
も
加
入

で
き
ま
す
。

保
険
料
百
円
ア
ッ
プ

拠
出
制
国
民
年
金
保
険
料
は
、
7
月

分
か
ら
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

定
額
保
険
料
は
、
6
月
分
ま
で
月
額

四
百
五
十
円
で
し
た
。

7
月
か
ら
五
百

五
十
円
に
、
百
円
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
所
得
比
例
の
保
険
料
も
月

額
九
百
円
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
月
額
七
百
五
十
円
の
五
年

年
金
の
保
険
料
は
変
わ
り
ま
せ
ん
c

老
齢
、
障
害
、

母
子
な
ど
の
福
祉

年
金
証
書
は
、
市

役
所
で
あ
ず
か
つ
て
お
り
ま
す
が
、
支

給
さ
れ
る
年
金
額
の
記
入
も
終
わ
り
、

8
月
末
か
ら
お
返
し
い
た
し
ま
す
。
該

当
者
は
、
預
り
証
と
印
鑑
を
も
っ
て
、

市
民
課
へ
受
け
取
り
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。
上
中
島
、
松
倉
、
上
野
万
、
片
貝

経
回
、
天
神
、
西
布
施
地
区
は
連
絡
所

で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

福
祉
年
金
証
書

お
渡
し
し
ま
す

7
月
1
日
か

ら
双
葉
郵
便
局

が
開
局
し
、
乙

の
郵
便
局
で
も
困
民
年
金
の
支
給
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

現
在
、
他
の
郵
便
局
で
国
民
年
金
の

支
給
を
受
け
て
お
ら
れ
る
人
で
、

双
葉

郵
便
局
が
都
合
の
よ
い
人
は
、
市
民
課

国
民
年
金
係
へ
申
し
出
て
、
変
更
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
(
印
鑑
持
参
)

双
葉
郵
便
局
で
も

年
金
受
け
ら
れ
る

秘
仏
と
い
わ
れ
て
い
る
小
山
川
千
光
経
団
浦
か
ら
後
藤
氏
の
漁
網
に
か
か
り

川

寺
の
千
手
観
音
の
ど
開
帳
が

8
月
四
日
引
上
げ
ら
れ
、
乙
と
に
安
置
し
た
と
伝

川

I
U日
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
の
本
尊
は
、
黄

川

小
川
山
千
光
寺
(
西
布
施
)
は
、
奈
金
仏
で
、
身
の
た
け
三
十
七
今
M
、
蓮

川

良
時
代
聖
武
天
皇
の
天
平
日
年

(
七
百

台
二
十
四
H
y
M
、
貞
治
元
年
、
桃
井
直

川

四
十
六
年
)
僧

・

常
の
作
で
、
鎌

川

行
基
の
開
基
と

・ふ一

l
p広
匝
F
F
.
-
J十
十

一一
4
1

倉
時
代
の
も
の

川

伝
え
ら
れ
る
真

上

!
a
M園
町
田
町
E
t，
と

伝

え

ら

れ

て

川

会
場
に
よ
っ

言
宗
の
古
さ
つ

ν
幽
悶
悶
曙
・
開
聞
脳
圃
固
圃
園
田
恒
Q
幽

い
ま
す
。
天
文

川

て
血
圧
測
定
や

で
す
。
い
ま
は

hr
h
幽
圃
珊
け
汁
叫
リ

Ja内
初
年
上
杉
謙
信

川

成
人
病
検
診
も
実
施
し
て
い
る
と
こ

そ
の
名
と
、
本

昌

碩

廻

'
-u
一

J
l
h

の
戦
禍
な
ど

川

ろ
も
あ
り
ま
ず
か
ら
ぜ
ひ
受
検
し
ま

尊
干
手
観
世
音

一

一

で
、
立
背
は
欠

川

し
よ
う
。
(
成
検
H
成
人
病
検
診
、

苦
磁
を
安
置
す

…

秘

仏

千

手

観

音

一

損
し
、頂
上
仏
、…

血
圧
H
血
圧
測
定
、
移
動
保
H
移
動

る
本
堂
だ
け
が

一

一

手
の
持
物
も
ほ

川

保
健
所
、
循
環
検
H
循
環
器
検
診
)

残

っ

て

い

ま

と

ん

ど

失

な

わ

川
〈
松
倉
〉

す。

当
時
、
千
先
寺
塔
頭
十
六
切
あ
れ
て
い
ま
す
が
、
貴
重
な
も
の
と
な
っ

川

V
松
倉
小
学
校

H
8月
汀
日
午
前
叩

っ

た

も

の

が

、

い

ま

は

先

学

坊

、

心

辿

て

い

ま

す

。

川

時

i
日
時
加
分
(
成
検
)
、
午
後

坊
、
連
蹴
坊
の
三
カ
守
が
現
存
し
、
乙

乙
の
ど
刷
版
は
、
三
十
三
年
ご
と
に

川

1
時

t
3時
(
成
検
)

の
本
尊
を
輪
番
で
管
理
さ
れ
て
い
ま
行
な
わ
れ
、
則
問
中
、
新
布
施
谷
節
流
川

V
坪
野
分
校

H
M
日
午
前
日
時
1
午

す

。

し

ゃ

、

獅

々
舞
な
ど
多
彩
な
催
し
も
の

川

後
3
時
(
成
検
〉

千
手
観
音
は
、
大
同
元
年

3
月
日
日
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

川

V
臨
熊
肥
塚
日
吉
丸
宅
H
幻
日
午
後

I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
I
l
l
i
-
-
I
l
l
1
1
1
1
1
1
1
-
-
-
l

川

1
時
1
3時

ae

富

山

県

青

年

の

船

に

一

寄

す

川

〈
上
中
島
〉

E
F

イ

川

V
湯
上
清
水
幸
一
宅

H
8月
四
日
午

四

人

が

参

加

一
マ
五
万
円
H
友
道
大

島

重

マ
二
万
円

山

前

9
時
加
分

t
m時
加
分

第
二
回
富
山
県
青
年
の
船
は
、
8
月

一
リ
末
広
町
住
吉
智
恵
子

マ
二
万
円

H
川

V
有
山
広
世
広
士
宅

H
9月
1
日
午

5
日
富
山
新
港
を
出
発
、
日
日
ま
で
十

一
住
吉
寺
田
弥
太
郎
マ

一
万
円
リ
大
海

山

前
9
時
加
分
!
日
時
釦
分

三
日
間
に
わ
た
っ
て
、
ソ
連
を
訪
問
、

一
寺
野
宮
崎
良
次
郎
マ
一
万
円
リ
村
木

川
〈
道
下
〉

青
年
と
の
交
流
な
ど
し
て
、

国
際
的
視

一
臼
区
中
村
あ
い
(
以
上
香
典
返
し
の

一
川

V
道
下
公
民
館

H
8
月
幻
日
午
前

9

野
を
広
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

一
部
を
)

マ

一
万
五
千
円
H
田
方
町
ク

山

時
加
分
!
日
時
加
分

乙
の
青
年
の
船
は
、
男
七
十
四
名
、

一
ラ
プ
大
扇
社
交
員

一
同

マ

一
万
二
千

川

V
市
役
所

H
9月
7
日
午
前

9
時
加

女
三
十
六
名
が
参
加
す
る
こ
と
こ
な
っ

一

川

-v

一
九
百
円
H
a鴨
川
町
青
木
町
三

マ

四
千

川

分
!
日
時
加
分

て
お
り
、
魚
津
市
か
ら
次
の
凶
人
の
青

一

1
j
:

年
が
派
遣
さ
れ
ま
す
。

一
八
百
八
十
円
H
苛
町
平
岡
ミ
ツ
エ

マ
川

〈
下
野
方
〉

マ
伊
東
敏
治

1
一九
歳
六
郎
丸

一
二
千
円

H
八
代
町
友
田
道
治

マ
三
千

…

V
魚
津
保
健
所
H
9月
1
日
午
後

1

マ
浜
田
長
蹴
H
二
五
歳

新
角
川
一丁目

一
二
百
六
十

一
円
H
新
金
屋一

丁
目
高
野

山

時
i
3時
(
肌
圧
)

マ
林

寿
男
H
二

五

歳

友
道

一
信

マ
二
千
円
H
相
の
木
相
馬
庄
八

川
〈
上
野
方
〉

マ
島
田
富
枯

H
二
五

歳

新

宿

一
一〉

一
千
五
百
円

H
匿
名

川

V
石
垣
石
川
菊
代
治
宅

H
9月
4
日

-
婦
人
検
診

マ
旧
加
積
小
学
校

H
9月
4
日
午

後
四
時
加
分

i
1時
初
分

マ
第
二
保
育
園

H
9月
4
日
午
後

2
時

1
3時

・
料
金
は
二
百
五
十
円

住

民

検

診

- 4一
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会と

通

傷
ゴ三

保

加険
入に

を

づ

市
民
交
通
傷
害
保
険
は
、
毎
年

4
月

1
日
か
ら
翌
年
の

3
月
白
日
ま
で
、
い

つ
で
も
加
入
で
き
る
し
く
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。

7
月
お
日
現
在
で
三
千
五
百

二
十
五
人
が
加
入
さ
れ
て
お
り
、
乙
れ

は
、
市
民
全
体
の
七

・
五
軒
に
あ
た
り

ま
す
。保

険
料
は
、

一
人
一
カ
月
四
十
円
で

8
月
中
に
加
入
さ
れ
ま
す
と
、
三
百
二

十
円
と
な
り
、
安
い
掛
金
で
大
き
な
安

心
が
買
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
加
入

希
望
者
は
、
市
役
所
市
民
課
へ
印
鑑
と

掛
金
を
お
持
ち
の
う
え
手
続
き
を
し
て

お、っ

ヲ'‘、
にー

く
だ
さ
い
。

災
難
は
、
思
い
が
け
な
い
と
き
に
や

っ
て
き
ま
す
。

い
ま
す
ぐ
家
族
ぐ
る
み

で
市
民
交
通
傷
害
保
険
に
加
入
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

8
月
の
交

通
事
故
相
談

は、

2
日
(
水
)
市
役
所
第
三
会
議
室

で、

m日
(
火
)
県
総
合
庁
舎
県
民
相

談
室
で
ひ
ら
か
れ
ま
す
。
時
間
は
午
前

日
時
か
ら
午
後

3
時
ま
で
で
す
。

交
通
事
故
相
談

総
理
府
で
は、

9
月
1

日
現
在
で
、
全
国
い
っ
せ

い
に
事
業
所
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

国
勢
調
査
と
な
ら
ぶ
国
の

も
っ
と
も
基
本
的
な
統
計

調
査
で
す。

事
務
所
、
工

場
、
営
業
所
、
飲
食
臣
、

旅
館
、映
画
館
を
は
じ
め
、

学
校
、
病
院
、
神
社
な
ど

に
い
た
る
ま
で
、
あ
ら
ゆ

る
種
類
の
事
業
所
に
つ
い
て
、
経
営
組

織
、
事
業
内
容
や
従
業
者
数
な
ど
調
べ

て
、
わ
が
国
の
産
業
構
造
を
明
ら
か
に

す
る
乙
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
叫

近
く
調
査
員
が
各
事
業
所
を
訪
問
し

ま
す
の
で
、
乙
の
調
査
の
重
要
性
を
と

理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

事業所統計調査
9月 1日現在で
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片
員
小
学
校
と
大

町
小
学
校
に
り
っ
ぱ

な
プ
l
hげ
が
で
き
、

片
員
は
紅
白
、
大
町

は
お
日
に
治
成
式
が

あ
り
ま
し
た
。

両
プ

l

w
と
も
長

さ
二
十
五

M
、
幅
十

三
M
州
、
占ハ

コ
ー
ス
の

も
の
で
、
そ
の
ほ
か

長
さ
十
M
、
幅
八

M

の
徒
渉
プ
l
w
も
あ

り
、
脱
衣
室
、
シ
ャ

ヮ
、
足
洗
場
な
ど
が

そ
な
え
ら
れ
、
工
事

費
は
あ
わ
せ
て
二
千

三
百
六
十
万
円
。

写
真
H
上
は
片
員

小
、
下
は
大
町
小

の
プ
ー
ル

午
前

9
時
加
分
!
日
時
叩
分

川
〈
魚
津
〉

V
大
町
工
業
試
験
場

H
9月
4
日
午

川

後

1
時
j

3時
(
血
圧
)

川

V
諏
訪
神
社

H
9月
5
日
午
前

9
時

通
商
産
業
省
で
は
、

「
消
費
生
活
改
川
叩
分

1
日
時
加
分
(
血
圧
)
、
午

善
監
視
員
制
度
」
を
設
け
、
各

種

消

費

川

後

1
時

l
3時
(
血
圧
)

者
保
護
関
係
法
令
が
守
ら
れ
て
い
る
か
川

V
大
町
工
業
試
験
場
川

9
月

7
日
午

ど
う
か
を
、
消
費
者
の
側
か
ら
監
視
し
川
後

1
時

1
3時
(
血
圧
〉

た
り
、
各
種
の
消
費
者
保
護
施
策
な
ど
川

〈
加
積
〉

に
つ
い
て
消
費
者
の
意
見
を
求
め
て
い
川

V
上
村
木
ク
ラ
ブ

H
9月
白
日
午
前

ま

す

。

川

9
時
別
分

i
日
時
加
分

ま
た
、

監
視
員
は
、
消
費
生
活
改
善

川

V
上
村
木
母
子
寮

H
9月
6
日
午
後

の
苦
情
受
付
け
の
窓

μ
を
兼
ね
る
乙
と
川

1
時

i
3時
(
成
検
〕

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
い
ろ
い
ろ
の
川

ご

意

見

を

お

寄

せ

く

だ

さ

、

。

川

8
月
の
三
歳
児

し

川
三
歳
児
検
診
日

魚
津
市
の
監
視
員
は
、
金
山
谷
の
河

川

検
診
は
第
四
水
曜

の

変

更

崎
小
夜
子
さ
ん
(
電
話
幻
局

1
7
1
6
川

日

の

お

日

に

変

更

番

)

で

す

。

川

に

な

り

ま

し

た

。

時

間

は

午

後

l
時

ー

l
i
l
i
1
1
1
1
1
1
1
1
1

川

か
ら

3
時
ま
で
。

市

役

所

玄

関

に

市

役
所
の
窓
口
改
善
の
一
つ
と

川

|

|

1

1

1

1

1

1

1

ー

し
て

7
月
M
日
か
ら
玄
関
入
口
に

案

内

係

案
内
係
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
…
八
日
曜
、
休
日
の
当
番
医
V

こ
れ
は
、
各
課
の
案
内
、

事
務
手
続
き
な
ど
市
役

V
V
8月
6
日
日
(
昼
)
北
鬼
江
藤
田
医
院

所
の
総
合
案
内
の
役
割
り
を
果
す
も
の
で
、
市
役
所

川
(
夜
)
北
鬼
江
福
田
病
院

v
m日
目

へ
お
い
で
の
と
き
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
川
(
昼
)緑
町
早
川
病
院
(
夜
)
本
町
一
丁

た
ら
、
ま
ず
案
内
係
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

川

i

川
目
船
崎
医
院

V
M
白
川
(
昼
)
本
江
宮

川
元
医
院
(
夜
)
本
江
浦
田
産
斜
病
院

川
-v
日
日

H
(昼
)
吉
島
掘
井
医
院
(
夜
)

川
新
金
屋
一
丁
目
森
本
医
院

V
M日
U

川
(
昼
〉
新
角
川
一
丁
目
宮
本
医
院
(
夜
)

川
本
江
浦
田
外
斜
病
院

v
m日
U
(R
)

川
島
尻
片
貝
診
療
所
(
夜
)
下
村
木
河
内

川
病
院

V
計
日
日
(昼
)
友
道
晒
崖
医
院

川
(
夜
)
鴨
川
町
深
川
病
院

V
9
月
3
白

川
(
昼
)
リ
友
道
扇
谷
医
院

(
夜
)
浜
経
田

川
江
幡
医
院

消
費
生
活
改
善
の

監
視
と
苦
情
の
受

付
け
に
河
崎
さ
ん

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー.
・ー・.ー"・ー・ーー・・・・・・ー"ーーー
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47. 8. 1 

-お1
レp

りせ

8
月
の
歩
乙

う
会
は
、
6
日

片
員
別
又
方
面
へ
行
き
ま
す
。
電
鉄
魚

津
駅
前
か
ら
午
前

8
時
発
の
パ
ス
で
東

蔵
ま
で
行
き
、
東
蔵
l
別
文
聞
を
歩
き

帰
り
は
パ
ス
で
帰
り
ま
す
。
参
加
希
望

者
は
パ
ス
代
二
百
八
十
円
と
中
食
を
お

持
ち
の
う
え
、
電
鉄
魚
津
駅
前
へ
午
前

7
時
印
分
ま
で
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

歩

こ

う

会

づお

市
教
委
、

中
央
公
民
館

で
は
市
民
教
養
講
座
を
ひ
ら
き
ま
す
。

入
場
無
料
で
す
か
ら
お
さ
そ
い
あ
わ
せ

の
う
え
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

マ
8
月
幻
日
(
日
)
午
後
1
時
か
ら
市

民
会
館
で
、
「
青
年
に
期
待
す
る
も

の
」
と
題
し
て
富
山
県
民
会
館
長
河

野
宰
治
氏
の
講
演
凶

市
民
教
護
講
座

つ報広第3種郵便物認可

県

職

員

採

用

県
で
は
、
職

員
採
用
中
級
試

中

級

試

験

験
を
行
な
い
ま

す
。
採
用
職
種
は
、
土
木
、
農
業
土
木

林
業
、衛
生
工
学
、
農
業
改
良
普
及
で
、

各
若
干
名
で
す
。
受
験
試
格
は
、
昭
和

幻
年
4
月
2
日
か
ら
同
お
年

4
月
1
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
、
学
校
教
育
法
に

よ
る
短
期
大
学
を
昭
和
釘
年
3
月
以
降

に
卒
業
し
た
人
、
ま
た
は
同
必
年

3
月

卒
業
見
込
み
の
人
で
す
。

受
験
希
望
者
は
、

8
月
M
日
ま
で
富

山
県
人
事
委
員
会
事
務
局
へ
願
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

防
衛
庁
で
は

自
衛
官
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
富
山
県
関
係
の
募
集
人

員
は
二
等
陸
士
三
十
六
名
、
二
等
海
士

十
一
名
、
二
等
空
士
十
二
名
で
す
。
資
格

は
満
十
八
歳
{
二
十
四
歳
の
男
子
で
す

受
験
希
望
者
は

9
月
初
日
ま
で
、
大

町
、
自
衛
隊
富
山
地
方
連
絡
部
魚
津
分

駐
所
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い。

自
衛
官
募
集

県

体

の

馬

術

・

富
山

県
民
体

ボ

ク

シ

ン

グ

競

技

育
大
会

の
馬
術
と
、

ボ
ク

シ
ン
グ
競
技
が
魚
津

市
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

馬
術
競
技
は

8
月

m日
午
前

9
時
か

ら
東
尾
崎
魚
津
乗
馬
苑
で
、
ボ
ク
シ
ン

グ
は
、
臼
日
午
前
日
時
、
日
日
午
前

9

時
か
ら
東
部
中
学
校
体
育
館
で
ひ
ら
か

れ
ま
す
。

簡
保
髄
資
建
設
の

i

問

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

λ
引
町

会
で
は
、
融
資
を
受
け
て
建
設
、
整
備

さ
れ
た
学
校
、
公
営
住
宅
、
道
路
、
港

湾
な
ど
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
作
品
は
、

9
月
初
日
ま
で
魚
津
郵

便
局
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
大
き
さ
は
白
黒
が
四
ツ
切
判
、
カ
ラ

ー
が
ス
ラ
イ
ド
三
十
五
、
♂
、
未
発
表

作
品
で
あ
る
乙
と
。

マ
入
賞
作
品
は
、
白
黒
と
カ
ラ
1
の
部

に
わ
か
れ
、
推
せ
ん
一
点
(
三
万
円
)

特
選
二
点
(
一
万
円
)
入
選
五
点

(五
千
円
)

佳
作
三
十
点
(
賞
品

)
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

電
話
線
一

本
で
四
台
ま

で
使
え
る
新

し
い
電
話

(ホ
l
ム
テ
レ

ホ
ン
)
が
で

き
ま
し
た
。

乙
の
電
話
は
、
お
部
屋
ど
う
し
の
話

や
、
外
か
ら
の
電
話
を
他
の
部
屋
へ
自

由
に
ま
わ
す
こ
と
も
で
き
る
と
同
時
に

ミ
ニ
ス
ピ
ー
カ
ー
で
家
中
い
ち
ど
に
呼

び
出
さ
れ
る
電
話
で
す
。
く
わ
し
い
こ

と
は
魚
津
電
報
電
話
局
へ

。

新
し
い
ホ
l
ム

テ

レ

ホ

ン

一六

会
主
催

の
恒
例
の
お
盆
の
野
球
大
会
は

8
月
M

!
日
日
、
西
部
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

行
な
わ
れ
ま
す
。

参
加
希
望
チ
l
ム
は
、
会
費
二
千
円

を
添
え
て

8
月
9
日
ま
で
魚
津
製
氷
株

式
会
社
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

組
合
せ
抽
せ
ん
会
は
、
9
日
午
後

7

時
加
分
か
ら
大
泉
寺
で
ひ
ら
か
れ
ま
す

お
盆
の
野
球
大
会

第
=
二

九
号

夏
場

に
な
っ

て
気
温
が
急
激
に
上
昇
し
て
い
る
と
き

に
、
水
道
水
が
白
く
に
と
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
乙
れ
は
、
水
の
中
に
あ
る
空

気
が
水
圧
に
よ
り
圧
縮
さ
れ
て
生
ず
る

も
の
で
、
し
ば
ら
く
放
置
し
て
お
く

と
、も
と
の
水
に
な
り
ま
す
勺
水
道
局
で

は
、
毎
月
水
質
検
査
を
し
て
お
り
、

衛

生
的
に
は
ま
っ
た
く
無
害
で
す
の
で
安

心
し
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

水
道
水
の
に
ご
り

月 3日み をと 8 うつはをてりれるも正

官Ai宅す主 222;室 会主 i雪2Z三尽き監 査買
以 5番魚をがま備日 込前 け)苫のるす合まりいを を物
降日)津希っす点か みの までマよ 0 格すので確 受は

持主襲警て。努25長 包号;員選空五福古宇 け計
みの申衛れお た日 日〈 うよの物者写査検取る た 量
取 お込生る 盆 めま ま み o 一、 が真に査引た お器
り申み(人前 、で で取 /~通念λ 安左合がきめ 古爪
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編
集
発
行
人

浜

田

茂

か
ら
ご
了
承
願
い
ま
す
。

乙
と
し
も
広

島
、
長
崎
被
爆

の
日
が
や
っ
て

き
ま
す
。
原
水
爆
禁
止
協
議
会
で
は
、

霊
を
慰
め
、
戦
争
を
再
び
お
こ
さ
な
い

醤
い
を
新
た
に
す
る
た
め
、
原
爆
投
下

時
に
黙
と
う
を
さ
さ
げ
、
寺
院
な
ど
の

鐘
を
な
ら
し
、
市
民
追
悼
の
日
と
す
る

乙
と
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

八
日
時
V

マ
8
月
6
日
午
前

8
時
日

分
(
広
島
原
爆
投
下
)
マ

8
月

9
日
午
前
日
時
2
分
(
長
崎
同
)

H

原
爆
投
下
の
日

に
黙
と
う
を
H

7
月
に
次
の
よ

う
に
課
長
の
人
事

異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

マ
企
画
室
長
H
浜
田
茂
マ
保
険
衛

生
課
長
H
木
下
直
作
マ
農
政
課
長

リ
海
野
久
義

マ
農
綜
土
木
課
長
H

関
口
光
明

マ
建
設
課
長
H
岩
田
庄

治

マ

社
会
福
祉
事
務
所
長
日
越
と

め
マ
開
発
公
社
次
長
H
寺
島
誠
一

人

事

異

動

パ

J
L
h
p・九ヤ一一
1
I
J
4•• 
P
一.
J
~
b
d
r
h
九J
H
.

許
内vr
・河口十

i
i

i

ー
;

，

沼
紛
ぶ
宅
後

rZ
1

7
月
5
日
付
で
市
役
所
内
部
の
仕
事

の
分
担
が
一
部
変
わ
り
、
広
報
の
発
行

と
市
民
相
談
の
事
務
は、

秘
書
人
事
課

か
ら
分
離
さ
れ
、
企
画
室
の
市
民
相
談

係
で
や
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

市
民
と
市
政
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
と

し
て
、
親
し
み
ゃ
す
い
広
報
の
編
集
に

つ
と
め
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

印
刷
所

魚
津
印
刷
株
式
会
社


